
（別紙３）

～ 令和7年1月10日

（対象者数） 14 （回答者数） 14

～ 令和6年12月18日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・専門的支援の該当者の増加や課題が多岐に亘るため、支援の幅を

広げていく。

・専門的支援で行ったことを利用者が活かせるよう、担当職員だけ

でなく、他の職員も本や調べ物などをして内容を深め、日常の活動

に活用できるようにしていく。

2

・引き続き情報共有を行い、相談支援専門員との連絡体制の充実を

図る。

・必要に応じて動画に状況説明等のコメントを付け加える。

3

・基本となる研修について、年数が経過するごとに内容がマンネリ

化するため、定期的に研修内容の見直しを図る。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・イベント情報の収集を行う。

・事前アンケートを実施し、参加の意向を確認する

・事業所の集団活動の中でルールの理解を深め、遊びの知識を増や

していく。

・交流可能な団体を探す。

2

・他事業所見学の機会を設ける。

・外部研修の機会に他事業所との交流を図り、他の取り組みを知

る。

3

・肢体不自由や医療的ケア、強度行動障害、思春期等、特別に配慮

やスキルを求められる支援について外部研修等を活用し、情報や知

識、スキル等を身につけていく。

・児童全体での集団活動の提供の他、専門的支援を実施できる職員

（５年以上経験の保育士）がおり、個別の課題に応じて、個別・小集

団での専門的支援を実施している。

・放課後等デイサービス計画から個別で対応する項目を抽出し、利用

者にあった具体的な支援（SSTや認知機能トレーニング等）を実施し

ている。

・朝礼や会議などで実施予定や実施状況等を伝える時間を設け、他の

職員との情報共有を行い、実施しやすい環境（スタッフの配置や部屋

の調整等）を整えている。

・保護者、職員、相談支援専門員間で、LINEのグループ機能を活用

し、利用状況、連絡事項等の共有を行っている。

・日頃の様子や連絡事項を口頭だけでなくLINEを使って動画等も共

有し、可能な限り利用状況のイメージがつきやすいよう情報を共有し

ている。

・普段の様子を直接見る機会の少ない相談支援専門員もグループに参

加してもらうことで、利用者に関する情報や保護者とのやりとりを

知ってもらう機会を作っている。

・年間通して内部研修を実施しており、支援の質担保・向上のための

取り組みを欠かさずに行えている。

・秘密保持、虐待防止、意思決定支援、感染症、事故苦情等相談対

応、非常災害対応、感染症BCP、非常災害BCP等の事業所運営の基本

となる研修の他、その時々の職員の業務課題に応じ福祉専門職として

の質を高めるための研修を実施している。

・通所している子どもの性別、障がい等に偏り（男児、普通小学校低

学年、発達障がいの子どもが大半）があり、対応の経験値も偏りが出

ている。

・優先順位的に現行利用者への支援をイメージしたOff-JTを実施して

おり、またOJTも現行利用者に対して行われるため、他の障害特性等

に関する情報を得る機会が少ない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・事業所単独での活動が多く、地域とのかかわりや交流が少ない。

・商業地域のイベントなどは出向く機会が土日が多く、営業日でない

ことが多い。

・子ども理解度の差が大きく、子どもによって地域の子との遊びが成

立せず孤立してしまう。

・職員が他業務に追われ、地域との交流に関する計画の優先順位が下

がり、実施までに至っていない。

・放課後等デイサービス事業、障害福祉サービスの経験が、当事業所

のみという職員が多く、他事業所や他サービスの取り組みについて情

報不足である。

・Off-JTでの学習を促しているが、机上での説明のため実際のイメー

ジが湧きづらい。

令和6年12月3日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年1月17日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 スタートアップ三佐

○保護者評価実施期間
令和6年12月23日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


